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新宿で桜桜を愛でる

子ども医療証を発送します４ 面

３ 面 みんなでつくっていこう

認知症になっても

安心して暮らせるまち

８ 面 新宿区が誕生して70年
写真で見るまちの今昔

新新宿宿のの未未来来ののたためめにに
新新宿宿区区ホホーームムペペーージジ「「区区長長のの部部屋屋」」でで

写写真真日日誌誌もも公公開開ししてていいまますす

！
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し
ず
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け
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い
ち
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　桜咲く季節も間近です。区内でも桜を鑑賞できる場所が数多くあります。普段訪れない

場所にも目を向けて、春の訪れを感じてみませんか。

【問合せ】みどり公園課みどりの係（本庁舎7階）（5273）3924・（3209）5595へ。

※公園情報等詳しくは、お問い合わせください。新宿区ホームページでもご案内しています。

※8面では、区の友好提携都市・長野県伊那市の高遠さくら祭りを紹介しています。

神神田田川川沿沿いいのの桜桜をを
ラライイトトアアッッププ

　新宿の水とみどりの骨格である神田川。川沿いは区内有数の

桜の名所です。3月21日から神田川沿いの桜をLEDライトで

ライトアップし、水辺の夜桜の幻想的な雰囲気を演出します。

【実施日時】3月21日～4月上旬、午後5時～9時

※3月21日午後6時から点灯式を行います。

【実施場所（地図　　）】神田川（面影橋～仲之橋200ｍ、新目白通

り側）

昨年試行時のライトアップ（三島橋付近）

　桜の見どころパンフレット

新新宿宿ささくくららママッッププをを配配布布ししてていいまますす

　文化観光課、特別出張所、新宿歴

史博物館（三栄町22）等で配布する

ほか、新宿区ホームページにも掲載

しています。ご活用ください。

※配布部数には限りがあります。

【問合せ】文化観光課文化観光係

（第1分庁舎6階）（5273）4069・

（3209）1500へ。
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日本庭園に樹齢約40年のシダレザクラが咲き誇ります。

ソメイヨシノのほか、ヤマザクラやシダレザク

ラなど9種類の桜を楽しめます。

ソメイヨシノのトンネルが続きます。

昭和26年に富久小学校の児童と

保護者が植えたソメイヨシノが

公園のシンボルです。
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生
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写
真

で
見

る
ま
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今
昔
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本
日
、
３
月

15日
は
新
宿
区
成

立

70周
年
の
日
に
あ
た
り
ま
す
。

新
宿
文
化
セ
ン
タ
ー
で
記
念
式
典

を
開
催
し
、
長
年
に
わ
た
り
区
政

を
支
え
て
い
た
だ
い
て
い
る
皆
さ

ま
の
表
彰
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
新
宿
区
は
、
昭
和

22年

3月

15

日
、
四
谷
区
・
牛
込
区
・
淀
橋
区
が

統
合
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
そ
の

頃
の
こ
と
を
、
初
代
の
岡
田
昇
三

区
長
は
「
当
時
の
新
宿
区
は
、
そ
の

八
割
が
焦
土
と
化
し
、
建
物
、
木
石
の
残
骸
は
一
望

の
荒
涼
を
示
し
、
人
口
は
僅
か
に

13万
余
に
過
ぎ
な

か
っ
た
。
」
と
区
史
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。
二
代
目
の

山
本
克
忠
区
長
は
復
興
し
た
新
宿
の
文
化
事
業
を

推
進
さ
れ
、
三
代
目
の
小
野
田
区
長
は
バ
ブ
ル
景
気

の
破
綻
を
受
け
財
政
再
建
に
尽
力
さ
れ
、
四
代
目
の

中
山
弘
子
区
長
は
行
政
の
見
え
る
化
や
新
宿
ブ
ラ

ン
ド
の
育
成
に
力
を
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。
私
は
、
新

宿
は
大
衆
の
力
を
結
集
し
た
生
命
力
の
強
い
街
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
が
、
歴
代
の
区
長
を
は
じ

め
、
民
間
と
区
政
に
関
わ
る
多
く
の
先
人
達
の
偉
業

に
敬
意
を
持
ち
、
自
分
自
身
の
な
す
べ
き
仕
事
へ
の

決
意
を
新
た
に
い
た
し
ま
し
た
。
▼

3月

5日
か
ら

新
宿
区
成
立

70周
年
記
念
協
働
企
画
展
「
新
宿
の
高

層
ビ
ル
群
が
で
き
る
ま
で
」
を
新
宿
歴
史
博
物
館
で

開
催
し
、
西
新
宿
の
定
点
観
測
写
真
と
複
雑
な
構

造
を
し
て
い
る
「
新
宿
駅
」
の
模
型
の
展
示
を
し
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

▼
新
宿
区
成
立
の

2年
前
の
昭
和

20年

3月

10日
、

東
京
大
空
襲
で

10万
人
の
尊
い
命
が
一
夜
に
し
て
失

わ
れ
ま
し
た
。ま
た
、こ
の
大
戦
で
区
内
も
大
半
が
焼

け
野
原
と
な
り
ま
し
た
。
区
は
毎
年
、
平
和
展
や
平

和
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
、
平
和
マ
ッ
プ
の
作
製
や

区
民
の
親
子
の
広
島
・
長
崎
へ
の
平
和
派
遣
な
ど
の

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
戦
争
の
も
た
ら
し
た

悲
惨
な
思
い
や
多
数
の
犠
牲
者
の
上
に
今
の
平
和
が

あ
る
事
を
心
に
刻
み
、
皆
さ
ま
と
と
も
に
平
和
の
尊

さ
と
命
の
大
切
さ
を
次
の
世
代
に
引
き
継
い
で
ま
い

り
ま
す
。
▼
最
後
に
、
例
年
、
多
く
の
方
で
賑
わ
う
神

田
川
の
さ
く
ら
。
今
年
は
面
影
橋
か
ら
仲
之
橋
ま
で

距
離
を
延
長
し
て

200

mに
わ
た
り
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

し
ま
す
。
来
年
以
降
も
外
堀
や
西
落
合
な
ど
、
地
域

を
拡
大
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
都
会
の
水
辺
と
桜
の

魅
力
を
満
喫
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

神楽坂
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